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コミュニティ・プランニング時代における歴史都市のリスク
Risk in the historical cities in community based planning period
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本稿は、21世紀前半の「地方分権、多元社会、新市民社会、WEB2.0/3.0、PPP」といったコミュニティ・プランニン
グ時代において地球環境変動下における歴史都市のリスクにはどのようなものがあるのかを示すことを目的としている。
{/cr}
ジェインジェイコブスは遺作の著書に「断絶」こそ避けるべきこととして記している。{/cr}
特に地球環境変動下における変動緩和と変動適応には、歴史都市が長年文明や文化の攻防のみならず、地球環境変動・

自然災害や技術革新のみならず社会運営技術にいたる様々なリスクと不確実性に対応してきた。そのなかでもとりわけ
人間社会経済次元における機能や構造、場合には形態の変容がその継続によってもたらされてきた。本稿では様々な事
例を報告している。
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